
　
　
　
第
九
巻
　
　
研
　
究
　
　
漢
人
の
叢
塊
開
墾
に
就
い
て

は
途
に
奏
…
覧
の
運
に
至
ら
な
か
っ
た
Q
そ
れ
は
蓋
し
璽
々

癒
仁
元
年
に
起
つ
た
大
観
の
爲
め
で
あ
っ
て
、
此
の
扁
働

の
後
は
、
永
く
京
中
に
寧
日
無
く
、
世
態
も
漸
く
一
団
せ

ん
ご
し
て
、
等
持
寺
殿
以
來
代
々
の
御
佳
例
も
愈
々
實
際

に
期
末
を
告
げ
た
の
で
あ
っ
て
、
吾
々
は
途
に
第
二
十
二

代
集
を
見
る
事
が
出
撃
な
い
事
ε
な
っ
た
u

　
義
樹
の
和
歌
に
謝
す
る
執
心
は
更
仁
一
…
暦
深
い
も

の
が
あ
っ
た
け
れ
こ
も
、
彼
は
再
び
嚢
組
以
來
の
前
例
に

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
入
　
（
三
六
入
）

從
は
う
ご
は
せ
す
、
朝
廷
を
離
れ
、
自
身
二
分
で
打
聞
を

編
纂
し
よ
う
ご
し
た
Q
彼
に
於
い
て
は
撰
集
は
最
早
決
し

て
一
の
政
務
で
は
な
く
己
呉
に
文
學
的
の
事
業
で
あ
っ
た

此
の
打
聞
は
殆
ご
完
成
に
近
づ
き
、
名
も
選
藻
抄
ざ
命
意

ら
れ
た
が
、
共
の
天
折
の
爲
め
に
不
幸
に
も
一
章
の
功
を

脇
い
た
の
は
、
誠
に
彼
の
爲
め
に
悲
む
べ
き
事
で
あ
り
、

叉
當
代
の
文
學
の
爲
め
に
も
甚
だ
惜
む
べ
き
事
で
あ
る
。

漢
入
の
蒙
地
開
墾
に
就
い
て
　
（
上
）

文
學
博
士
　
矢

野

仁

一

　
元
異
質
律
楚
材
佛
に
、
別
迭
ご
云
ふ
元
の
太
宗
の
近
臣

が
、
漢
入
金
補
於
國
、
可
悉
塞
其
人
以
爲
牧
地
ε
言
っ
た

時
に
、
楚
材
は
地
無
商
税
卵
酒
山
澤
の
利
を
以
て
得
れ
ば
、

優
に
軍
需
に
資
す
る
を
岸
べ
く
補
無
し
ご
謂
ふ
べ
が
ら
す

ご
言
っ
て
、
太
宗
を
諌
め
て
思
ひ
止
ま
ら
し
め
た
話
が
見

え
て
居
る
。
七
百
年
前
蒙
古
入
に
國
に
補
無
し
ご
言
は
れ

た
陰
欝
は
、
反
封
に
蒙
古
の
牧
地
を
占
耕
し
て
今
や
蒙
古
を

墨
げ
て
農
地
ご
爲
さ
す
む
ば
已
ま
ざ
る
慨
を
示
し
て
居
る
o



驚
く
べ
き
墾
化
ご
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
清
朝
は
漢
人

の
塵
地
占
耕
を
禁
じ
、
蒙
古
の
牧
地
を
保
護
す
る
方
針
を

執
っ
た
が
、
此
の
大
勢
を
如
何
こ
も
す
る
こ
ご
が
出
來
な

か
っ
た
。
清
末
に
な
り
露
西
亜
南
下
の
勢
力
の
章
魚
を
戚

じ
、
此
の
方
針
を
一
愛
し
て
殖
民
實
邊
の
政
略
を
細
り
、

漢
人
の
境
地
占
耕
を
漿
煽
す
る
に
至
り
、
露
西
亜
は
蒙
古

保
謹
の
政
策
を
以
て
之
に
醤
抗
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
の

蓮
動
は
何
の
憂
化
も
受
け
す
徐
々
に
而
か
も
確
乎
た
る
歩

調
を
以
て
進
む
で
已
ま
な
い
の
で
あ
る
。
今
後
露
支
の
關

係
は
如
何
な
る
愛
化
を
見
る
に
至
る
も
、
恐
ら
く
此
の
大

勢
を
動
か
す
こ
ご
は
出
來
な
い
で
あ
ら
う
。

二

　
ウ
ッ
ド
ヘ
ッ
ド
氏
の
中
華
年
算
（
≦
O
o
穿
9
P
日
冨

Ω
μ
言
9
寄
継
切
o
o
嗣
ム
H
O
巴
1
b
っ
し
ひ
）
に
、
蒙
古
の
牧
地
中
最

初
に
支
那
移
住
民
の
黒
め
に
侵
食
さ
れ
し
は
、
喀
嘲
泌
及

び
土
黙
特
の
諸
旗
で
あ
る
、
恐
ら
く
此
の
運
動
は
清
朝
初

　
　
　
第
九
巻
　
　
研
　
究
　
　
記
入
の
蒙
地
開
墾
に
就
い
て

代
の
皇
帝
が
熟
河
を
離
宮
の
一
ご
し
て
選
定
す
る
に
至
り

し
結
果
起
り
し
も
の
で
、
皇
帝
毎
年
の
熟
河
巡
幸
に
属
從

し
た
奴
僕
等
の
土
産
話
で
、
口
外
（
蒙
古
）
地
方
の
案
外
肥

沃
な
る
を
聞
知
せ
る
山
千
の
文
選
内
地
人
民
は
、
既
に
十

一
世
紀
中
に
績
々
こ
し
て
、
古
北
口
或
は
喜
峰
口
よ
り
口

外
地
方
に
移
出
し
て
、
肥
沃
に
し
て
而
か
も
未
だ
開
墾
せ

ら
れ
ざ
る
虚
女
地
に
最
初
の
鋤
梨
を
加
へ
む
ご
す
る
に
至

っ
た
も
の
で
あ
ら
う
ご
云
ふ
推
測
を
試
み
て
居
る
，

　
ヴ
ツ
ド
ヘ
ッ
ド
氏
の
推
測
は
面
自
い
推
測
で
は
あ
る
が

由
康
煕
帝
が
執
一
河
に
避
暑
一
山
荘
を
設
け
て
、
所
謂
時
巡
展
観

臨
朝
聴
政
の
慮
こ
な
せ
る
は
康
煕
四
十
二
年
脳
珊
端
野
の
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
其
の
結
果
こ
し
て
漢
入
の
蒙
古
移
住
が

超
つ
た
も
の
で
な
い
こ
ご
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
康
煕
帝

が
毎
年
塞
外
に
巡
幸
せ
ら
る
・
こ
ご
も
康
煕
二
＋
二
年

栖
評
六
頃
か
ら
趨
っ
た
習
慣
で
、
現
に
砦
康
煕
二
＋
二

年
に
は
、
蒙
古
地
方
に
流
出
し
て
貿
易
耕
種
す
る
漢
人
の

蒙
古
婦
女
を
要
り
妻
ご
爲
ぼ
こ
ご
を
禁
じ
π
條
例
が
干
せ

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
九
（
墓
四
九
）



　
　
　
第
九
巻
　
　
研
　
究
　
　
漢
人
の
嚢
塘
開
墾
に
就
い
て

ら
れ
て
居
る
こ
ご
か
ら
考
へ
て
も
、
康
煕
帝
の
毎
年
の
熟

議
巡
幸
の
結
果
こ
し
て
、
漢
人
の
蒙
古
移
動
、
蒙
地
占
耕

芸
ふ
現
象
が
起
つ
た
も
の
濠
考
へ
ら
れ
な
い
舘
購
齢

巻
允
百
七
十
入
、

理
藩
院
戸
丁
、

　
漢
人
の
蒙
地
占
耕
と
云
ふ
こ
ご
は
何
時
頃
か
ら
始
ま
つ

セ
か
。
之
を
決
す
る
こ
と
は
甚
だ
容
易
で
な
い
。
遠
忌
地

理
志
讐
蔦
に
、
遼
の
無
風
が
天
賛
の
初
認
軌
極
流
の

地
を
征
し
、
漢
人
を
虜
ご
な
し
．
之
を
漬
水
洒
望
潮
瑠
鴻
シ

の
北
、
遼
の
上
京
臨
二
面
に
薦
す
る
宣
言
、
欝
欝
、
定
覇
、

糠
等
の
諸
縣
に
散
居
せ
し
め
、
渤
海
入
ご
雑
志
し
て
耕
牧

に
定
事
せ
し
め
し
こ
ご
、
逡
の
聖
宗
が
統
和
二
十
五
年

晒
骨
。
に
中
京
大
定
業
認
追
訴
憩
暴
齪
臨
を
築

き
、
漢
人
を
之
に
移
住
せ
し
め
し
こ
ε
が
見
え
て
居
る
。

契
丹
國
志
宋
の
王
寺
の
上
契
丹
轟
尊
卑
継
嬰
、
自

過
古
北
口
即
蕃
境
、
居
人
草
庵
板
屋
、
亦
務
耕
種
、
但
無

桑
柘
、
所
覆
工
從
朧
上
、
蓋
虞
吹
営
所
墾
、
出
中
長
松
馨

然
、
深
谷
中
多
嵩
置
鴬
業
、
申
請
農
牧
牛
馬
、
豪
駝
尤
多
、

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
二
〇
　
（
三
七
〇
）

青
羊
黄
家
亦
有
、
禦
車
上
逐
水
草
射
猿
、
食
止
廉
粥
沙
糀

ご
云
ふ
文
を
牧
質
し
て
居
る
。
遼
の
太
宗
が
富
民
強
兵
の

自
的
を
以
て
俘
虜
の
漢
人
を
利
用
し
て
、
西
遼
河
や
老
二

河
の
流
域
を
墾
耕
せ
し
め
し
こ
ピ
は
、
回
忌
塞
外
の
農
業

生
活
に
如
何
程
の
影
響
を
及
ぼ
せ
る
か
は
軍
に
推
測
の
外

は
な
い
。
王
曾
の
記
事
の
中
、
古
市
ロ
外
の
蕃
境
に
於
て

艸
庵
板
屋
を
結
び
て
耕
種
を
務
め
し
居
人
は
漢
人
で
は
あ

る
ま
い
か
。
慶
粥
沙
精
を
食
し
て
、
車
帳
を
禦
へ
水
草
を

逐
う
て
射
猟
す
る
蒙
古
人
ε
同
一
の
人
民
で
あ
る
ご
は
思

は
れ
な
い
。

　
王
代
に
漢
入
が
蓮
華
ロ
外
の
園
地
を
墾
耕
す
る
に
至
っ

た
こ
し
て
も
、
そ
れ
が
元
代
ま
で
塔
寺
し
た
楼
に
は
思
は

れ
な
い
。
蒙
古
人
は
農
耕
を
以
て
牧
畜
に
害
あ
り
こ
し
て

之
を
好
ま
な
か
つ
だ
の
で
あ
る
。
尤
も
蒙
古
入
ご
錐
も
全

く
農
耕
を
こ
ご
こ
し
な
か
っ
た
謬
で
は
な
い
。
耶
律
楚
材

が
太
宗
に
條
証
せ
る
便
宜
一
十
入
事
の
中
に
は
、
蒙
古
、

回
鴉
、
河
西
諸
人
種
地
、
不
納
税
者
死
の
一
事
が
刻
ね
ら

瞥



れ
て
あ
・
も
。
清
の
方
禦
の
徒
軍
愈
々
詩
編
鳳
輿
聯

に
緑
旗
兵
三
種
細
面
継
馬
泰
、
傍
近
郷
爾
昆
河
、
元
太
租

曾
墾
種
於
響
胴
が
あ
る
。
雍
正
二
細
書
梶
清
の
振
武

鑑
軍
穆
克
登
の
上
奏
に
、
郷
爾
…
坤
｝
帯
、
樹
有
昔
人
耕
種

庭
、
養
母
渠
灌
田
躍
跡
、
圖
校
等
庭
現
有
大
仁
小
褒
、
非

不
可
墾
之
地
の
文
あ
る
こ
ご
は
蒙
古
游
転
記
購
翫
謝
に
見

え
て
居
る
。
元
の
太
租
の
蒔
の
耕
種
の
躍
跡
か
も
知
れ
諏
。

然
し
そ
れ
こ
し
て
も
、
電
田
に
依
っ
て
軍
需
を
裕
に
す
る

爲
め
の
一
，
時
の
耕
種
に
渦
…
ぎ
な
か
っ
た
こ
ご
は
朋
か
で
、

元
代
に
於
け
る
漢
人
の
蒙
地
占
耕
を
謹
明
す
る
も
の
こ
は

思
は
れ
な
い
Q

　
今
の
内
蒙
古
喀
剛
沁
、
土
黙
特
等
の
地
方
は
明
の
初
凡

そ
百
年
前
後
も
所
謂
大
寧
衛
の
地
で
、
殆
ん
ご
明
の
内
地

も
同
様
で
あ
っ
た
こ
ピ
は
、
欽
定
熟
合
志
の
若
立
に
依
っ

て
明
か
で
あ
る
。
當
時
津
の
地
方
に
漢
人
の
移
住
渚
多
か

り
し
は
想
像
さ
れ
る
が
、
其
の
間
に
此
の
地
方
の
墾
耕
は

如
何
程
の
…
進
歩
を
見
る
に
至
っ
元
か
、
離
職
な
が
ら
謹
襟

　
　
　
第
九
巷
　
　
研
　
究
　
　
漢
人
の
畿
馳
關
…
墾
に
就
い
て

の
徴
す
べ
き
も
の
は
な
い
。
そ
れ
は
軍
に
傘
入
の
事
業
に

止
ま
り
、
明
の
中
業
以
後
大
寧
衛
の
地
は
、
所
謂
兀
良
吟

三
衛
に
併
せ
あ
れ
、
漢
人
が
長
城
以
内
に
退
去
す
る
に
至

っ
て
、
全
く
消
滅
し
て
何
等
の
痕
跡
影
響
を
蒙
古
人
蒙
古

の
地
方
に
残
す
る
に
至
ら
ざ
り
し
か
、
漢
讃
自
身
の
経
回

的
登
展
は
、
少
く
も
一
の
原
因
を
爲
し
て
居
る
近
代
の
漢

人
の
要
地
占
耕
ご
何
等
の
謹
製
さ
る
べ
き
聯
絡
を
尋
繹
す

る
こ
ご
が
出
來
澱
も
の
で
あ
ら
う
か
、
興
味
あ
る
今
後
の

研
究
問
題
で
あ
る
。

三

　
大
繭
衰
退
事
例
に
、
蒙
古
地
方
に
流
出
し
て
貿
易
耕
種

す
る
漢
人
の
蒙
古
婦
女
を
婆
り
妻
ご
な
す
こ
ご
を
禁
せ
る

康
煕
二
十
二
年
の
條
例
が
載
録
せ
ら
れ
て
居
る
こ
ご
は
前

述
せ
る
如
く
で
あ
る
。
當
時
既
に
蒙
古
地
方
に
移
出
せ
る

漢
入
の
耕
種
命
中
に
蒙
古
婦
人
ε
結
婚
す
る
も
の
あ
り
て

其
の
弊
害
が
威
ぜ
ら
る
、
に
至
）
し
こ
ご
を
考
へ
る
ご
、

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
二
榊
　
（
三
七
一
）



　
　
　
第
九
巻
　
　
班
　
究
　
　
漢
人
の
蒙
題
開
墾
に
蕊
い
て

漢
人
の
蒙
地
占
耕
は
康
煕
帝
の
毎
年
の
塞
外
巡
幸
の
結
果

ざ
し
て
起
つ
た
も
の
こ
考
ふ
る
こ
ε
の
出
受
電
い
ご
云
ふ

こ
ご
も
亦
前
述
せ
る
如
く
で
あ
る
。
エ
ハ
八
八
年
糠
撚
紅

セ
「
レ
ン
ギ
ン
ス
ク
に
於
て
露
西
亜
ご
和
を
議
す
る
爲
め
、

索
額
圖
．
尊
志
綱
に
随
っ
て
蒙
古
を
族
織
し
た
耶
蘇
會
の

波
蘭
三
塁
激
師
グ
ル
ビ
ソ
ヨ
ン
は
張
家
ロ
か
ら
蹄
化
城
ま

で
の
途
中
、
六
月
五
日
、
八
日
、
十
三
日
に
蒙
古
人
の
天
幕

の
問
に
於
て
、
諸
税
に
支
那
人
が
土
や
石
の
小
屋
を
造
り

て
耕
地
を
開
き
穀
物
を
試
植
し
て
居
る
覇
業
を
目
撃
し
て

居
る
，
殊
に
蹄
化
城
近
傍
に
於
て
は
数
多
の
耕
地
が
開
か

れ
て
居
り
、
満
洲
人
の
難
役
こ
し
て
地
方
を
墳
實
す
る
爲

め
登
遣
せ
ら
れ
し
支
那
人
が
土
屋
に
居
住
し
て
耕
作
に
從

費
し
て
居
た
）
ゲ
ル
ビ
リ
ョ
ソ
は
此
の
地
方
の
丘
陵
で
も

原
野
で
も
、
之
を
耕
作
せ
む
ご
欲
す
れ
ば
容
易
に
そ
れ
が

出
　
認
る
こ
ご
は
明
か
で
、
人
は
此
の
地
方
の
寒
は
穀
物
を

枯
滅
せ
し
む
べ
し
ご
言
ふ
も
、
支
那
人
の
経
験
は
其
の
然

ら
ざ
る
こ
ご
を
立
渇
す
る
ご
云
ふ
臨
慌
な
こ
ビ
を
も
書
い
て

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
二
ご
　
（
三
七
二
）

居
る
。
6
戸
二
幽
ρ
芽
“
u
Φ
・
・
。
二
℃
ま
⇔
号
緊
∩
夢
ρ
日
9
ρ
・

覗
く
｝
甲
や
Q
ρ
O
ご
り
P
一
〇
一
）
銭
良
揮
の
耳
塞
紀
賂
は
矢
張

り
此
の
時
の
紀
行
で
、
ゲ
ル
ビ
リ
ヨ
ン
の
紀
行
ご
相
国
明

す
る
こ
ご
も
少
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
康
煕
二
十
七
年
五

月
初
七
日
範
溜
か
蹴
臥
入
勢
家
癖
を
過
ぎ
て
蒙
古
境
に
入
り

初
八
月
号
に
見
落
の
居
舎
を
見
た
る
こ
ご
が
記
さ
れ
、
十

百
脳
僕
の
條
に
、
面
立
石
畳
遺
諸
草
間
、
馨
暑
居

民
、
午
鯨
竪
琴
、
行
百
苦
里
、
屯
台
陰
窩
兜
、
繹
言
荘
地

也
．
不
術
如
掌
、
四
山
環
之
、
山
下
有
泉
、
泉
労
茄
舎
分

列
、
地
響
耕
種
、
云
是
内
大
臣
所
群
論
也
ご
見
え
．
十
六

旨
栖
饗
琳
月
の
條
に
、
自
城
配
管
総
以
北
地
謡
墾
闘
、
頗
饒

耕
具
ご
見
え
て
居
る
。

　
此
の
時
の
議
和
大
臣
の
随
行
員
で
あ
っ
た
兵
部
督
捕
理

事
官
張
鵬
翻
の
奉
使
俄
羅
斯
日
記
に
．
鶴
化
一
帯
，
土
贋

人
稀
、
將
死
罪
中
有
可
衿
疑
免
死
之
人
、
登
高
開
墾
、
填

實
地
方
の
記
事
が
あ
る
。
陶
磁
翻
の
記
事
は
頗
る
曖
昧
で

あ
る
が
、
ゲ
汐
ビ
ソ
ヨ
ソ
の
記
事
ご
墾
照
し
て
考
へ
る
と
、

匙



蹄
化
城
一
帯
に
は
既
に
漢
人
の
移
住
占
耕
し
て
居
る
も
の

も
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
土
墨
入
稀
の
地
方
で
あ
る
か
ら
、

罪
人
な
ざ
を
螢
遣
し
て
開
墾
せ
し
む
る
籐
裕
が
あ
り
、
地

方
填
實
の
上
に
は
そ
れ
が
善
策
で
あ
る
こ
の
意
味
の
楼
…
で

あ
る
。
兎
も
望
楼
傾
城
一
帯
に
於
け
る
漢
人
の
移
住
占
耕

は
、
屯
墾
な
ご
の
覚
め
に
登
往
さ
れ
た
こ
ε
か
ら
起
り
、

聖
血
既
に
徐
程
進
歩
し
て
居
り
、
叉
愈
々
ご
し
て
進
歩
し

て
窪
ま
ざ
る
景
象
を
呈
し
て
居
た
様
に
思
は
れ
る
。

　
…
然
る
に
不
思
議
な
こ
ご
は
、
ゲ
ル
ピ
リ
ヨ
ン
が
一
山
ハ
九

入
年
糠
掘
粍
喀
爾
喀
蒙
古
の
事
宜
措
澄
の
爲
め
欽
派
さ
れ

だ
三
人
の
欽
差
大
臣
に
随
っ
て
、
喜
峰
ロ
を
出
で
、
喀
嘲

沁
、
翁
牛
特
、
言
意
、
烏
珠
穆
沁
を
湿
て
、
喀
再
録
の
車

臣
汗
管
ま
で
族
落
し
た
時
に
、
喀
剛
沁
に
は
土
屋
が
あ
り
、
■

又
耕
作
さ
れ
た
土
地
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
蒙
古
人
の
土

屋
、
蒙
古
人
の
耕
地
で
あ
っ
て
、
漢
人
の
土
屋
、
漢
人
の

耕
地
で
な
く
、
喀
劇
症
の
住
民
は
殆
ん
ざ
全
部
蒙
古
入
で

ケ
ー
ス
奮
・
ハ
タ
．
（
ρ
鼠
ω
。
。
雲
冨
邑
ε
云
ふ
瞼
阻
な
巖
山

　
　
　
第
九
巻
　
　
研
　
究
　
　
漢
人
の
蒙
鏑
　
湖
墾
に
就
い
て

の
近
傍
に
あ
る
漢
入
の
五
十
家
ε
蒋
す
る
遼
河
邊
の
地
に

は
、
喀
嘱
沁
蒙
右
の
数
多
き
天
幕
の
間
に
、
若
干
の
小
さ

な
草
屋
が
交
は
り
、
全
入
の
造
っ
た
も
の
、
様
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
此
の
地
方
に
往
來
販
壷
す
る
商
入
の
宿
舎
で
あ
っ

て
、
農
耕
に
從
事
せ
る
漢
人
の
居
屋
で
あ
る
ご
思
は
れ
な

い
こ
ご
で
あ
る
。
ゲ
ル
ビ
ソ
ヨ
ソ
は
ま
た
蒸
器
特
に
於
て

も
土
地
は
豊
饒
で
あ
る
が
耕
地
は
少
な
く
、
そ
れ
も
蒙
古

人
の
耕
作
せ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
ε
云
ふ
様
な
こ
ご
を
書
臼

い
て
居
る
。
（
U
属
国
巴
氏
ρ
↓
o
導
回
メ
℃
や
こ
。
o
。
Q
。
℃
c
g
o
。
ρ
Q
◎

㊤
O
）

　
こ
れ
は
實
に
不
思
議
な
こ
ε
で
、
從
來
漢
人
の
霊
地
占

耕
は
直
隷
邊
外
の
喀
剛
泌
な
ご
か
ら
始
ま
っ
た
機
に
考
へ

ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
腎
管
は
然
ら
す
し
て
、
先
づ

山
西
邊
外
の
蹄
化
城
｝
帯
よ
b
始
ま
つ
元
こ
ε
、
な
る
繹

で
あ
る
。

　
張
鵬
翻
の
奉
使
俄
歯
冠
日
記
に
、
時
化
城
の
こ
ε
を
叙

し
、
今
設
蒙
右
都
統
一
員
」
副
都
統
一
員
、
管
所
部
入
千

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
ご
三
嗣
（
三
七
三
）



　
　
　
第
九
谷
　
　
研
　
究
　
　
漢
人
の
蒙
地
開
墾
に
競
い
て

入
、
有
城
郭
、
土
屋
、
屯
墾
之
業
、
難
豚
、
麻
薬
、
豆
麺
、

葱
韮
之
物
、
外
量
器
易
者
絡
繹
於
此
、
野
中
外
之
貨
亦
畢

集
ご
言
っ
て
あ
る
ゆ
論
難
城
土
黙
持
は
清
の
太
宗
の
詩
叛

を
謂
う
た
る
罪
に
て
、
他
の
蒙
古
旗
の
如
く
農
繁
克
は
設

け
ら
れ
す
、
左
右
爾
翼
に
分
か
た
る
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
が
、
皇
統
は
帥
ち
此
の
翼
を
瞥
す
る
も
の
で
、
矢
張
り
土

智
嚢
部
の
蒙
古
台
吉
が
任
命
さ
れ
て
届
た
の
で
あ
る
。
札

碧
玉
が
設
け
ら
れ
す
、
大
清
一
統
志
に
官
制
並
同
内
地
ご

見
え
て
居
る
だ
け
、
此
の
頃
よ
り
既
に
内
地
の
人
民
帥
ち

漢
人
の
往
來
が
頻
繁
で
あ
っ
た
様
に
考
へ
ら
れ
る
。
束
華

録
光
緒
十
年
四
月
山
西
巡
手
張
之
洞
の
上
奏
に
、
査
土
獣

特
部
鵬
靴
繊
土
附
近
構
内
、
其
偏
食
里
居
、
意
與
内
地
民
人

無
異
，
漸
至
惰
嶽
成
性
　
有
地
而
不
習
耕
芸
、
無
畜
而
難

山
撃
牧
、
惟
頼
民
租
種
其
地
．
彼
纏
有
糧
男
食
、
有
租
可

用
、
故
現
在
外
蒙
古
以
耕
書
落
生
者
、
十
之
ご
三
、
籍
租

課
爲
生
者
十
之
七
八
、
至
黒
旗
所
謂
游
牧
地
戸
ロ
地
者
、

宮
康
煕
年
間
以
來
、
久
已
陸
績
欝
欝
民
人
、
以
田
虚
蝉
、

　
　
　
　
　
　
　
第
三
鵬
　
　
　
二
四
　
（
三
七
四
）

二
百
年
論
叢
奥
、
該
民
人
等
久
已
思
事
子
孫
、
満
干
村
落
、

各
鷹
艮
戸
、
何
止
煙
火
萬
家
、
此
等
寄
民
、
郎
不
識
籍
、

亦
成
土
窯
歴
年
甑
久
、
寄
浩
蕩
多
云
々
ご
言
っ
て
あ
る
。

乾
隆
四
晶
馨
七
霊
化
城
の
東
北
に
繧
遠
城
が
設
け
ら

れ
、
鎭
守
將
軍
の
駐
翻
す
る
に
至
っ
て
、
釜
漢
人
占
耕
の

傾
向
が
著
る
し
く
な
っ
た
こ
ご
は
想
像
さ
れ
る
Q
乾
隆
十

三
年
晒
毛
無
七
の
理
藩
院
の
議
准
に
依
っ
て
漢
人
の
質
に
取

っ
た
蒙
古
の
地
幅
を
、
原
主
の
蒙
古
人
に
給
還
せ
し
む
る

ε
云
ふ
法
相
の
登
せ
ら
れ
し
時
、
欝
化
城
土
黙
特
蒙
古
に

於
け
る
撤
回
地
漱
の
前
例
に
照
し
て
辮
澄
す
べ
き
こ
ご
を

命
ぜ
ら
れ
て
居
る
。
前
年
ご
は
何
時
の
こ
ご
か
分
か
ら
ぬ

が
、
豊
隆
十
三
年
以
前
に
帯
化
城
土
獣
特
に
於
て
、
既
に

地
畝
撤
回
の
こ
ビ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
矢
張

　
　
　
　
へ

り
内
地
人
民
の
質
に
取
つ
つ
た
蒙
古
の
地
畝
を
撤
回
し
て

蒙
古
人
に
給
還
せ
し
め
た
も
の
こ
解
繹
す
べ
き
も
の
で
あ

る
か
ら
、
さ
う
す
る
ご
此
の
黙
か
ら
も
蹄
化
城
土
黙
特
に

於
て
移
住
漢
人
の
多
か
う
だ
こ
ご
は
、
蒙
古
の
ざ
の
地
方



に
も
先
ん
じ
て
居
た
こ
ビ
が
想
像
さ
れ
る
謬
で
あ
る
。

　
餅
化
城
土
獣
特
に
接
近
し
て
居
る
都
響
多
工
部
に
於
て

も
、
早
く
漢
人
の
移
住
越
察
す
る
者
の
あ
っ
た
こ
ご
は
、

康
煕
四
＋
七
年
着
筆
七
骨
粛
省
の
露
夏
に
理
群
落
の
理
事

官
が
設
け
ら
れ
、
浩
邊
地
方
の
蒙
古
、
郎
ち
邪
爾
多
斯
部

の
蒙
漢
緯
捕
事
件
の
聖
恩
を
命
ぜ
ら
る
、
こ
ご
に
な
っ
た

の
で
も
想
像
さ
れ
る
。
康
煕
思
置
墨
壷
鴛
に
、
寧
夏

だ
け
で
は
陳
西
省
の
紳
木
楡
林
附
近
の
蒙
古
關
繋
事
務
を

遙
辮
す
る
に
逞
誤
を
來
す
恐
れ
が
あ
る
ご
云
ふ
の
で
、
理

事
官
二
人
の
中
、
　
一
人
を
磯
谷
、
一
人
を
帥
木
に
駐
在
せ

し
む
る
こ
ご
に
定
め
ら
れ
π
Q

四

　
康
煕
三
十
七
年
に
喀
剛
泌
、
翁
牛
特
地
方
に
未
だ
漢
人

の
耕
地
が
な
か
っ
た
到
れ
ば
、
承
徳
府
警
盃
盤
康
煕

二
十
入
年
康
煕
帝
が
古
筆
ロ
か
ら
塞
外
に
巡
幸
し
琶
從
諸

臣
に
下
し
た
る
諏
旨
に
、
黒
光
口
外
田
畝
、
亦
因
認
識
牧

　
　
　
第
九
巷
　
　
研
　
究
　
　
漢
人
の
蒙
地
開
墾
に
就
い
て

ピ
言
っ
て
あ
る
の
も
、
漢
人
の
耕
地
を
指
し
た
も
の
で
な

く
、
蒙
古
入
の
耕
地
を
指
し
た
も
の
こ
考
へ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
諜
で
あ
る
。
然
し
喀
嘱
沁
地
方
に
於
け
る
玉
入
の
移

住
占
耕
も
選
り
後
れ
て
は
居
な
い
。
大
鷺
蚕
桑
事
例
蜷
羅
馬

銀
製
㌫
灯
、
に
、
臨
沁
部
の
三
旗
が
康
煕
年
間
に
内

地
人
民
の
蒙
地
墾
耕
を
許
さ
む
こ
と
を
呈
講
せ
る
時
弊
來

毎
年
戸
部
に
於
て
入
百
枚
の
印
票
鷺
を
馨
し
、
之
を

受
領
し
て
居
る
者
に
限
り
、
蒙
古
に
幾
か
け
て
耕
作
す
る

こ
ご
を
許
し
、
さ
う
し
て
印
票
を
毎
年
換
給
し
た
こ
ご
が

見
え
て
居
る
。
乾
隆
帝
の
乾
隆
＋
四
年
九
月
の
上
諭
懸

締漣

髏
絡
g
囎
六
に
，
康
煕
年
間
喀
劇
忍
歩
薩
克
等
地
方
寛

廣
、
毎
招
募
民
人
、
春
禽
出
ロ
種
地
、
冬
則
遣
回
、
於
是

蒙
古
人
貧
得
租
之
利
、
容
留
外
來
民
人
、
迄
今
多
至
数
回

ご
言
っ
て
あ
る
。
康
煕
野
土
農
薬
七
に
蒙
古
に
出
か

け
て
居
る
山
東
入
が
十
萬
勝
人
か
ら
あ
っ
た
こ
ご
は
、
康

煕
帝
の
上
覆
に
見
え
て
居
る
。
皇
霊
購
難
頚
韓

黙
重
壁
鳥
山
酔
人
ば
か
甚
？
、
轟
．
山
西
の

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
二
五
　
（
三
七
五
）



　
　
　
第
九
巻
　
　
研
　
究
　
　
漢
人
の
聚
塊
開
墾
に
蕊
い
て

入
民
な
ざ
に
も
、
蒙
古
に
出
か
け
て
耕
作
を
黙
す
も
の
が

あ
っ
た
こ
ご
は
、
雍
正
五
年
姻
構
炉
七
二
月
の
上
記
に
、
直

隷
山
西
結
入
、
古
往
口
外
種
地
者
ε
言
っ
て
あ
る
に
て
も

知
・
・
ご
奮
盗
る
。
騰
魚
鱗
貴
重
恢
㌍
章
章
そ

れ
が
如
何
程
あ
っ
た
か
分
か
ら
諏
、
此
等
の
山
東
、
直
隷
、

山
西
の
人
民
等
は
山
西
邊
外
の
鹸
化
城
一
帯
ば
か
り
で
な

く
、
直
隷
邊
外
の
喀
曙
沁
な
ご
に
入
込
む
だ
こ
ε
は
明
か

で
あ
る
。

　
蹄
化
城
地
方
の
漢
人
占
耕
は
、
前
に
も
一
言
し
た
如
く

屯
墾
な
ご
が
原
因
を
帯
し
て
居
る
こ
ご
は
、
ゲ
ル
ゼ
ソ
ヨ

ン
に
満
洲
人
の
僕
役
こ
し
て
、
地
方
を
電
界
す
る
爲
め
登

遣
さ
れ
し
支
那
人
に
依
っ
て
開
墾
さ
れ
し
こ
ご
が
述
べ
て

あ
る
こ
と
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
が
、
喀
剛
気
地
方
の
漢
人

占
耕
は
如
何
に
し
て
旭
り
し
か
ご
云
ふ
に
、
こ
れ
は
康
煕

帝
の
奨
爾
に
依
り
、
喀
劇
沁
札
薩
克
等
が
招
客
帥
ち
内
地

人
民
を
招
猫
開
墾
せ
し
め
し
こ
ご
が
原
因
を
漏
せ
る
も
の

、
如
く
考
へ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
饒
　
　
　
　
ご
山
ハ
　
（
一
二
七
山
ハ
）

　
前
蓮
の
乾
隆
十
四
年
九
月
の
上
諭
に
、
喀
嘲
泌
尊
上
克

等
が
、
康
煕
年
間
民
入
を
招
罪
し
て
春
に
出
口
要
地
せ
し

め
、
冬
に
遣
回
し
た
る
よ
り
、
蒙
古
人
は
租
郎
ち
小
作
料

を
貧
ぼ
り
外
転
の
民
人
を
客
抄
す
る
こ
ご
に
な
っ
た
ご
言

っ
て
あ
る
。
又
喀
劇
暑
部
の
三
番
が
康
煕
年
間
に
内
地
人

民
の
蒙
地
縛
耕
を
許
さ
む
こ
ご
を
呈
請
し
た
こ
ご
も
前
述

の
如
く
で
あ
る
。
此
等
の
こ
ご
は
康
煕
何
年
の
こ
ご
か
分

か
ら
ぬ
が
、
恐
ら
一
轟
三
＋
七
年
嫡
磐
六
前
後
の
こ
ε

で
あ
る
ま
い
か
。

　
康
煕
三
十
七
年
内
閣
學
士
黄
葉
等
が
蒙
古
人
を
澱
帯
す

る
警
め
、
蒙
古
に
派
遣
さ
れ
し
時
の
訓
導
に
、
蒙
古
人
は

噸
惰
で
、
穀
物
を
播
種
し
た
儘
、
各
庭
に
牛
牧
し
、
牧
獲

時
に
な
っ
て
も
刈
取
る
こ
ご
を
し
な
い
、
其
の
内
に
霜
が

來
て
穗
が
落
ち
る
標
に
な
っ
て
も
、
猫
ほ
取
入
れ
な
い
、

さ
う
し
て
凶
年
だ
こ
謂
っ
て
は
困
っ
て
居
る
、
野
分
は
近

頃
北
巡
し
て
、
赦
漢
、
奈
憂
、
阿
蒙
科
爾
泌
、
札
魯
特
な

ご
を
視
察
し
π
が
、
此
等
の
地
は
何
れ
も
水
草
甘
美
、
地



昧
豊
饒
で
、
百
穀
に
適
し
て
居
る
、
若
し
穀
物
を
播
種
し

て
、
多
く
の
牧
穫
を
暴
ぐ
る
こ
ご
が
曲
玉
れ
ば
、
耕
作
に

適
し
な
い
興
安
嶺
地
方
の
蒙
段
が
態
々
内
地
に
來
て
糧
米

を
買
は
な
く
こ
も
、
手
近
な
此
等
の
地
方
で
買
入
る
、
こ

ご
が
出
來
・
る
詳
で
、
耕
作
に
適
す
る
地
方
も
、
適
せ
ぬ
地

方
も
、
共
に
非
常
の
利
盆
を
受
け
る
こ
ご
、
な
る
、
叉
米

便
も
騰
貴
す
る
に
至
ら
な
い
謬
で
あ
る
、
只
だ
一
度
び
蒙

古
の
土
地
を
耕
種
す
る
こ
ε
に
な
る
ご
。
其
の
土
地
に
は

最
早
や
馬
を
牧
す
る
こ
定
が
出
家
な
い
襟
に
な
る
、
草
は

数
十
年
も
経
な
け
れ
ば
復
た
奮
の
如
く
茂
る
も
の
で
な
い

か
ら
，
耕
種
す
る
に
就
い
て
は
鯨
骨
考
へ
て
、
草
の
佳
い

所
は
成
る
べ
く
之
を
残
す
標
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
蒙

右
の
牲
に
は
、
唯
だ
牧
地
に
頼
る
の
み
で
あ
る
ε
述
べ
て

あ
る
。
馨
灘
謹
言
此
の
時
の
訓
旨
の
中
に
、
膜
巡
幸

所
至
、
見
張
家
出
、
保
安
、
古
北
ロ
及
寧
夏
等
地
方
、
皆

盤
溝
醜
、
引
水
入
田
、
水
旱
無
虞
、
膜
於
三
夏
等
地
方
、

取
能
引
水
者
数
人
、
遣
至
爾
燐
ご
云
ふ
こ
ご
も
述
べ
て
あ

　
　
　
第
九
巷
　
　
研
　
究
　
　
漢
人
の
蒙
地
開
墾
に
窺
い
て

る
。
此
の
年
骨
無
二
軍
親
王
が
其
の
管
内
の
克
勒
河
朔
等

の
地
を
、
屡
下
の
蒙
古
入
に
給
し
て
、
人
を
雇
ひ
耕
種
せ

し
め
む
こ
ご
を
奏
請
し
た
蒔
、
康
煕
帝
は
此
の
耕
種
は
蒙

古
諸
人
の
生
計
に
關
註
す
る
ご
言
っ
て
、
理
藩
院
に
命
じ

旭
日
司
官
を
派
遣
せ
し
め
し
こ
ご
も
束
華
鎌
に
見
え
て
居

る
。
棟
嬢
子
三
康
熈
帝
が
騎
泌
の
招
墾
を
奨
鰯
し
た

ε
云
ふ
直
接
の
謹
篠
は
見
當
ら
な
い
が
、
承
徳
府
志
な
ざ

を
挿
む
で
見
る
ご
、
康
煕
帝
は
塞
外
に
巡
幸
す
る
毎
に
各

蒙
古
の
生
計
を
察
曝
し
、
ま
た
喀
嘲
泌
王
等
の
入
観
を
受

け
銀
幣
を
賜
ひ
、
鑓
宴
を
賜
ひ
、
又
時
に
喀
嘲
泌
の
端
静

公
主
の
第
に
駐
・
騨
せ
ら
れ
た
機
な
こ
ご
は
見
え
て
居
る
か

ら
、
赦
漢
帳
壁
の
招
墾
を
奨
鰯
せ
る
康
照
帝
こ
し
て
、
喀

嘲
泌
を
逸
す
る
筈
が
な
く
、
遊
吟
沁
の
招
墾
を
奨
嚇
せ
る

直
接
の
誰
擦
な
き
を
、
其
の
こ
ご
唐
身
却
っ
て
其
の
間
接

の
謹
糠
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
様
に
考
へ
ら
れ
る
。

五

豆
煎
號

ご
七
　
（
三
七
七
）



　
　
　
第
九
巻
　
研
究
　
漢
人
の
禦
塊
開
墾
に
蕊
い
て

　
康
煕
帝
が
毎
年
塞
外
に
巡
幸
し
、
喀
嘲
泌
、
数
漢
、
翁

動
特
諸
旗
が
其
の
牧
地
を
献
ず
る
に
及
び
、
之
を
木
蘭
園

場
麟
鹿
ε
し
て
、
毎
年
隠
魚
に
秋
禰
木
蘭
の
典
を
畢
げ
る

こ
ご
、
な
っ
た
が
、
其
の
度
毎
に
駐
躍
の
場
所
と
な
っ
て

居
た
熟
河
に
、
臨
時
の
聴
政
所
こ
し
て
、
康
煕
四
十
二
年

零
鴛
か
ら
避
暑
山
荘
が
設
け
ら
ξ
に
至
っ
た
。
そ
れ

よ
り
二
十
年
の
後
．
丁
度
脇
化
城
土
黙
特
の
牧
地
に
蹄
化

城
騰
の
串
來
た
同
じ
年
、
師
ち
雍
正
元
亀
蓼
七
に
熟
河

臆
が
概
か
る
、
に
至
っ
た
。
張
家
口
外
も
殆
ん
ご
熟
河
磨

蹄
化
最
愛
同
時
、
即
ち
整
正
こ
年
講
鴛
に
察
恰
爾
の

牧
地
に
就
い
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
此
の

年
の
逸
文
爾
皇
統
洪
昇
等
の
上
奏
に
糠
る
も
の
で
、
そ
れ

に
は
察
三
聖
右
翼
四
旗
の
地
異
を
丈
量
し
た
る
に
、
二
萬

九
千
七
百
三
九
頃
二
十
五
畝
の
地
畝
を
楼
見
し
た
、
若
し

輝
く
現
在
種
変
し
つ
、
あ
る
入
民
を
駆
逐
し
て
、
ロ
内
に

入
ら
し
む
れ
ば
、
彼
等
は
無
籍
の
心
入
で
、
ロ
内
に
入
れ

て
も
耕
種
す
べ
き
土
地
を
有
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
生

　
　
　
　
　
　
　
第
三
鯉
　
　
　
　
ご
ハ
　
C
二
毛
八
し

活
が
串
來
す
、
勢
ひ
凱
を
爲
し
非
を
噛
す
を
免
れ
な
い
、

且
つ
此
等
の
耕
地
に
於
て
庄
頭
を
設
立
し
て
、
耕
種
す
れ

ば
、
却
っ
て
費
用
も
要
す
る
か
ら
、
矢
張
り
現
在
の
人
民

に
交
広
し
て
耕
種
せ
し
め
、
毎
畝
饅
糧
七
分
を
納
め
し
む

る
方
が
宜
し
く
、
さ
う
す
れ
ば
一
年
に
十
九
萬
爾
の
牧
得

が
あ
る
ε
云
ふ
こ
ご
が
蓮
べ
て
あ
る
。
又
々
島
回
か
ら
二

藍
論
評
頴
鍛
に
至
・
察
吟
爾
西
馨
慮
の
山
谷
講

に
居
る
所
の
古
聖
は
一
萬
除
で
、
居
民
事
に
多
く
、
盗
賊

等
の
こ
ご
は
勢
ひ
免
れ
難
い
と
云
ふ
こ
ε
を
述
べ
、
理
下

院
外
郎
自
石
を
し
て
、
張
濃
口
同
知
事
務
を
辮
理
せ
し
め

む
こ
ビ
を
奏
請
し
た
の
で
あ
る
。
洪
昇
は
臼
石
の
適
任
で

あ
る
理
由
ご
し
て
、
彼
の
苗
字
を
蘇
れ
る
こ
ご
を
曲
げ
て

居
る
・
漢
人
の
占
奪
の
多
か
っ
た
謹
慷
で
あ
る
。
脚
蹴
三

　
此
の
如
く
熱
河
、
翻
心
城
、
墨
家
口
の
三
地
は
先
後
支

那
内
地
人
民
に
依
っ
て
開
墾
さ
る
、
こ
ビ
、
な
り
、
臆
が

概
か
る
、
臨
檬
に
な
っ
た
年
代
も
、
殆
ん
ざ
相
若
い
て
居
る

の
で
あ
る
。
此
の
後
熟
河
、
風
化
城
、
七
五
口
の
三
地
を



中
3
5
ご
し
た
地
方
に
、
臆
、
州
、
縣
の
機
な
民
治
の
機
關

が
綾
々
開
設
さ
る
、
こ
ご
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
も
互
に
相

前
後
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
喀
剛
泌
右
翼
旗
及
び
中
旗
の
牧
地
に
入
溝
廉
斡
の
亭
泉
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

出
來
た
の
は
雍
正
七
年
認
鴛
、
多
野
諾
爾
地
方
緊
集
の

蒙
古
及
び
民
温
熱
鞘
難
は
甚
だ
多
い
か
ξ
一
言
っ
て
、

多
倫
諾
爾
磨
の
置
か
れ
た
の
は
雍
辛
七
宮
梶
。
歳
費

諾
爾
地
方
は
察
陰
野
入
旗
の
最
東
端
、
正
藍
旗
の
南
方
に

あ
る
。
其
の
西
南
方
案
家
ロ
ご
の
意
識
に
労
農
口
答
の
出

來
た
の
は
雍
辛
二
年
講
習
、
二
塁
叢
論
豊
の
暴

た
の
は
乾
隆
元
年
講
鴛
、
塔
子
溝
臆
齢
建
が
喀
嘲
町

費
黒
旗
の
牧
地
に
出
來
た
の
は
乾
出
三
年
講
鴛
、
遷
化

城
近
傍
に
綾
遠
城
廉
の
出
來
だ
の
は
乾
隆
四
晶
㌍
七
、

騎
和
習
騰
忠
勤
の
出
來
た
の
は
乾
隆
七
年
璽
解
七
、

蹄
化
益
邪
知
臆
の
外
に
、
露
化
城
通
鋼
磨
、
清
水
河
磨
、

落
幕
齊
鷹
、
和
林
格
爾
騰
、
托
克
托
臆
が
串
來
た
の
は
乾

隆
二
＋
五
年
罐
梶
塔
子
寄
事
東
境
の
土
黙
特
左
翼
旗
に

　
　
　
第
九
谷
　
　
研
　
究
　
　
漢
人
の
磯
地
開
墾
に
就
い
て

三
座
塔
懸
霊
活
入
溝
臆
北
境
の
翁
牛
特
右
翼
旗
に
烏
男

喰
達
騰
購
赤
の
出
甕
の
は
乾
隆
三
＋
九
年
栖
騨
七
・

乾
隆
四
＋
三
晶
翠
七
に
熟
河
童
承
徳
府
ビ
な
っ
た
が

此
の
晴
に
入
溝
廉
は
李
泉
州
、
黒
旗
臆
は
豊
寧
縣
、
塔
子

送
還
は
輪
講
縣
、
喀
剛
和
屯
鷹
は
灘
書
論
、
烏
蘭
陰
達
廉

は
赤
峰
縣
、
三
座
塔
鷹
は
朝
陽
縣
に
陞
等
し
、
承
徳
府
に

隷
す
る
こ
ご
、
な
っ
た
。

　
乾
隆
四
十
一
年
七
月
の
上
諭
に
、
内
地
人
民
の
新
譜
一

帯
に
前
諾
し
て
耕
作
す
る
こ
ご
が
、
恰
か
も
山
東
の
百
姓

が
β
外
地
・
方
（
蒙
古
）
に
出
か
け
て
行
く
如
く
、
之
を
節
せ

む
と
し
て
も
禁
ず
る
こ
ε
能
は
ざ
る
如
き
厭
態
こ
し
た
い

も
の
で
あ
る
暑
っ
て
あ
る
。
乾
隆
＋
三
年
世
銀
七
の
十

寸
院
の
議
准
に
、
康
煕
以
來
喀
嘲
泌
三
旗
の
呈
講
に
依
っ

て
戸
部
に
於
て
給
僻
し
、
毎
年
換
給
す
る
乙
に
な
っ
て
居

る
糖
葉
は
、
現
今
の
如
く
内
地
人
民
の
蒙
古
に
出
か
け
る

者
が
多
く
、
有
名
無
實
こ
な
っ
て
仕
舞
っ
て
は
、
無
用
で

あ
る
か
ら
之
を
停
止
す
る
ど
言
っ
て
あ
る
。
叉
同
年
の
議

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
ご
九
　
（
三
七
九
）



　
　
　
第
九
巻
　
　
研
　
究
　
　
漢
人
の
蒙
馳
開
墾
に
就
い
て

准
に
依
っ
て
、
耕
種
を
理
由
ざ
し
て
蒙
古
部
内
に
留
ま
っ

て
居
る
黒
焦
、
漢
人
村
中
に
留
ま
っ
て
居
る
蒙
古
人
を
、

各
々
換
地
を
與
へ
て
、
元
の
土
地
に
鰭
へ
ら
し
む
る
こ
ご

に
し
た
時
に
も
、
喀
剛
沁
部
の
三
無
ご
、
土
獣
特
部
の
貝

子
旗
だ
け
は
．
民
人
の
雑
慮
す
る
こ
ご
已
に
久
し
く
、
到

底
一
時
に
分
移
せ
し
む
る
こ
ご
が
出
來
ぬ
ご
言
っ
て
、
特

別
の
取
扱
ひ
を
許
し
．
札
薩
克
を
し
て
溝
朝
よ
り
置
い
た

八
書
癖
の
理
事
慧
知
や
、
塔
子
溝
鷹
の
理
事
勉
割
な
ざ
、

相
談
し
て
漸
家
に
磁
壁
せ
し
む
る
乙
に
し
だ
の
で
あ
る
Q

清
朝
で
入
溝
肇
置
き
、
理
事
同
知
羅
趾
を
設
け
た
の

も
、
又
塔
子
溝
臆
を
置
き
、
理
事
通
古
豪
麗
を
設
け
π

の
も
、
喀
剛
泌
や
潮
齢
特
に
於
け
る
蒙
・
宵
入
及
び
内
地
入

墨
の
組
捕
事
件
を
謙
虚
せ
し
む
る
堅
め
で
あ
っ
た
か
ら
。

こ
れ
は
既
に
此
の
地
方
に
移
住
雑
品
し
て
居
る
内
地
人
民

の
如
何
に
増
加
す
る
に
至
っ
た
か
ご
云
ふ
こ
ご
を
立
謹
す

る
も
の
で
あ
る
」

　
乾
干
十
三
年
の
理
藩
院
の
議
准
に
依
っ
て
、
内
地
人
民

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
三
〇
　
（
三
八
○
）

の
蒙
古
地
方
に
寄
居
す
る
者
は
、
日
に
総
々
繁
多
ε
な
り
、

良
毒
一
、
な
ら
す
、
賢
愚
辮
じ
難
く
、
地
方
の
安
寧
維
持
は

困
難
こ
な
っ
た
ご
言
っ
て
、
蒙
地
に
二
品
せ
る
理
藩
院
の

黒
蟻
、
同
知
、
通
鋼
を
し
て
、
班
薦
内
地
入
民
の
戸
口
を

一
々
調
査
せ
し
め
、
其
の
善
良
な
る
者
を
選
任
し
て
、
郷

長
。
総
甲
、
牌
頭
ご
な
し
、
匪
類
を
究
治
せ
し
む
る
こ
ご

を
命
じ
．
ま
た
筆
管
特
王
旗
の
烏
蘭
蓬
鶴
地
方
に
、

理
藩
論
司
官
天
を
駐
律
せ
し
め
、
喀
剛
泌
王
隷
郡
、
喀

嘱
泌
札
薩
克
帥
顎
即
輔
鯉
翁
牛
七
堂
蹴
慢
罵
翁
牛
特
貝
子
灘
輕

靱
阿
魯
科
爾
沁
謙
語
等
五
旗
の
蒙
古
内
地
民
人
交
渉
事
件

を
管
理
せ
し
む
る
こ
ご
を
命
じ
、
ま
た
土
壁
特
等
子
旗
の

三
座
塔
地
方
に
も
、
司
官
一
入
を
駐
干
せ
し
め
、
土
寄
特
、

数
漢
　
喀
剛
沁
貝
子
葉
翼
及
び
奈
憂
、
喀
爾
喀
．
錫
喀
・
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
ま

庫
倫
等
の
蒙
古
内
地
民
人
交
渉
事
件
を
管
理
せ
し
む
る
こ

ご
を
命
じ
て
居
る
。
騰
蔽
舗
難
互
選
舞
騰
、

　
漢
人
の
越
邊
占
墾
は
、
最
早
や
康
煕
時
代
の
如
く
，
二

等
の
喀
嘱
沁
こ
か
、
土
織
特
ε
か
、
乃
至
古
言
城
土
獣
特
、

壁

馨
、



毫

邪
爾
多
斯
な
ざ
に
止
ま
ら
す
、
既
に
翁
牛
特
、
敷
漢
、
奈
曼
、

阿
魯
科
門
経
な
ざ
に
及
ん
で
居
る
、
乾
隆
十
五
年
瀟
願
解
七

の
奏
准
に
遺
る
ご
、
克
什
驚
喜
旗
に
も
僅
か
な
が
ら
入
込

む
で
地
畝
を
開
墾
し
て
居
る
漢
人
が
あ
っ
た
。
猫
ほ
乾
隆

十
三
年
の
議
准
に
塗
る
ε
、
土
黙
特
筆
彌
蔵
で
、
門
地
人

民
の
質
に
取
っ
た
蒙
古
の
地
謡
は
、
千
六
百
四
十
頃
、
喀

剛
猛
貝
子
旗
で
四
百
頃
除
、
喀
剛
泌
札
薩
克
旗
で
四
百
三

＋
艦
か
ら
あ
っ
た
芸
ふ
こ
ざ
で
あ
・
。
舗
菩
薩
酪

愛

山A

　
華
箋
の
末
頃
に
な
る
ご
、
こ
れ
ま
で
問
題
に
な
ら
な
か

っ
た
東
三
省
邊
外
の
哲
里
木
盟
に
属
す
る
蒙
古
各
旗
に
も

支
那
内
地
の
人
民
が
出
か
け
て
開
墾
す
る
ご
云
ふ
乙
は
、

俄
か
に
政
府
の
注
意
を
惹
く
様
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は

直
隷
や
山
画
、
葛
西
の
心
外
、
卓
索
圖
盟
鰯
織
留
烏
達

盟
敷
講
掛
耀
特
、
伊
克
一
蓋
郷
鞭
の
外
、
融
化
城
土
黙
特
、
察

　
　
　
第
九
巷
　
　
研
　
究
　
　
漢
人
の
瀬
田
醐
墾
に
就
い
て

聡
爾
入
旗
の
牧
地
に
止
ま
っ
た
の
で
あ
る
．
、

乾
隆
四
＋
九
焦
馨
七
の
理
藩
院
の
奏
准
に
、
科
爾
沁

地
方
種
馬
民
入
、
與
蒙
古
有
交
渉
事
件
、
所
有
賓
圖
郡
王

囎彌

M左

n
方
游
牧
商
民
、
住
趾
近
鐵
嶺
縣
、
帥
交
鐵
嶺
縣
．

管
理
、
達
爾
蜜
蝋
王
難
輔
節
左
游
敬
商
民
、
住
舐
近
開
原
縣
、

印
交
開
原
縣
管
理
、
如
有
詞
訟
案
件
、
裏
表
呈
報
盛
京
刑
部

三
軍
、
會
同
難
産
言
っ
て
あ
・
。
唇
歯
霜
葉
無
断

曖
．
昧
な
文
章
で
あ
る
が
、
科
爾
泌
地
方
に
於
て
、
耕
作
を

螢
む
で
居
る
支
那
内
地
入
民
ε
蒙
古
人
民
ご
の
交
渉
事
件

が
あ
る
に
就
い
て
、
其
の
中
の
賓
圖
郡
王
地
方
の
事
件
及

び
此
の
地
方
の
游
牧
地
に
於
け
る
内
地
商
人
の
乙
は
、
近

い
鐵
嶺
縣
に
管
理
せ
し
め
、
蓬
．
爾
漢
親
王
地
方
の
民
蒙
交

渉
事
件
及
び
此
の
地
方
の
内
地
商
入
に
証
す
る
、
と
は
、
近

い
開
原
縣
に
於
て
管
理
せ
し
む
る
ご
云
ふ
意
昧
で
あ
る
。

さ
う
す
る
ε
當
時
巳
に
科
爾
沁
最
左
翼
地
方
に
は
内
地
人

民
の
出
か
け
て
耕
作
を
螢
む
者
の
多
か
っ
た
こ
ご
は
想
像

さ
れ
る
、
科
爾
．
泌
．
部
ば
か
り
で
な
ζ
、
郭
世
羅
斯
旗
に
於

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
二
一
　
（
一
二
入
一
）



　
　
　
第
九
巷
　

研
究
　
漢
入
の
蒙
亀
開
墾
に
就
い
て

で
も
、
前
葉
輔
糊
訟
、
札
薩
克
恭
謹
劇
布
銀
盤
姻
訟
縢
が
乾
隆

五
十
六
年
漁
噸
簡
七
に
少
し
ば
か
り
の
地
租
に
目
を
く
れ
て

禁
を
犯
し
て
支
那
内
地
の
流
民
を
招
ぎ
、
牧
地
を
開
墾
せ

し
む
る
に
至
っ
た
こ
云
ふ
こ
ご
は
、
論
摺
彙
存
光
緒
二
十

四
年
七
月
二
十
四
日
吉
林
將
軍
延
茂
の
上
奏
に
見
え
て
居

る
。
糠
懸
騨
芸
裏
貨
謙
鰍
羅
黒
蓋
嬬
顧
撚
鱗

鰍
解
櫛
三
省
政
賂
撒
羅
に
讐
ご
、
郭
爾
羅
斯
旗
の

開
墾
は
、
満
洲
に
流
出
し
た
山
東
人
直
隷
入
が
始
め
し
も

の
、
如
く
で
あ
る
。
乾
果
中
直
隷
、
山
東
入
出
蘭
就
食
、

流
寓
旗
編
難
地
、
漸
事
墾
響
言
っ
て
あ
る
。

　
郭
爾
羅
斯
旗
の
開
甜
放
は
乾
隆
五
・
†
山
ハ
年
恭
絡
劇
…
布
坦
公

の
奏
明
に
依
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
東
三
省
政
略
に
も
見
え

て
居
る
Q
さ
う
す
る
も
郭
爾
羅
斯
の
開
墾
は
科
爾
泌
部
の

開
墾
よ
り
は
籐
程
暁
れ
て
居
る
繹
で
あ
る
が
、
嘉
慶
五
年

晒謄

ｳ入

ﾌ
諭
旨
に
、
郭
爾
羅
斯
蒙
古
、
游
牧
嘘
所
、
不
准

内
地
民
人
瞼
界
前
往
開
墾
、
・
惟
因
蒙
古
等
不
安
游
牧
、
招

民
墾
種
、
事
閲
多
年
、
．
相
安
已
久
ゼ
言
っ
て
あ
る
こ
ご
は
、

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
三
二
　
（
一
二
二
二
）

大
聖
會
典
事
例
総
」
晒
駄
冊
業
障
に
見
え
、
嘉
慶
五
年
郭
爾

羅
斯
前
月
に
設
け
ら
れ
た
長
春
の
蓮
鋼
が
薄
塗
半
官
の
始

め
を
爲
し
、
常
時
該
旗
に
於
て
民
入
を
招
い
で
開
墾
せ
る

地
墨
は
二
萬
山
公
†
除
一
胴
に
・
上
っ
た
ε
云
ふ
こ
ご
は
、
申
果
一
ご

護
略
龍
華
、
に
見
え
て
居
る
。
郭
甲
羅
斯
旗
に
内
地
人

民
の
出
が
け
て
開
墾
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
嘉
慶
五
年
よ

り
僅
か
に
十
年
号
か
り
前
の
乾
隆
五
十
六
年
か
ら
漸
く
始

ま
っ
た
も
の
ご
は
考
へ
ら
れ
な
い
楼
で
も
あ
る
が
、
科
爾

沁
部
よ
り
先
だ
つ
て
居
る
ε
考
ふ
る
こ
ε
も
毘
來
な
い
の

で
あ
る
。
（
雌
項
来
完
）


